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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜性。機能：細胞質で合成されたミトコンドリアプレタンパク質の認識と輸送を担う受容体複合体の中心成分。tom22と共にミトコンドリア外膜表面で輸送ペプチド受容体として機能し、プレタンパク質のtom40輸送孔への移行を促進する。,類似性：Tom20ファミリーに属する。,サブユニット：ミトコンドリア外膜プレタンパク質トランスロカーゼ複合体（TOM複合体）の一部を形成し、少なくとも7つの異なるタンパク質（TOMM5、TOMM6、TOMM7、TOMM20、TOMM22、TOMM40、およびTOMM70）から構成される。TOM22と相互作用する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	TOMM20ウサギmAbを用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。1、TOMM20ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体賦活化にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

